
の児童が、昔の人々の暮らしを体験することを目的に、

さまざまな古代体験を行いました。
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縄文土器、弥生土器、須恵器の３種類の土器片を完形土器と見
比べて分類する体験をしました。

黒曜石製の石器で紙や野菜を切る体験をしま した。

＜先生方の感想＞

富士宮市にある遺跡と発掘調査について理解を深めました。

　自分たちの近くにも遺跡があることに驚きました。実際に発掘
調査をされたときのお話は、聞いていて学びが多かったです。

　写真からでは分からない、触った感じ、厚みなどを学ぶことが
できました。それぞれの時代の土器の違いについて知ることが
できて嬉しかったです。

　こんなに切れるとは思いませんでした。黒曜石の触った感じが
ガラスみたいでした。

舞錐（まいぎり）法という方法で、火起こし体験をしました。

　普段あまり考えずに使用している火も、昔は大変な思いをして
使用していたことが分かりました。火起こしはとても大変でし
た。

　教科書や資料集からではわからないことをたくさん学ぶことができました。講話だけでなく、子ど
もたちの体験活動も行っていただいたので、あっという間の2時間でした。ありがとうございまし
た。
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